
デュアルビューを同時に測定 
最速 ICP-OES

Agilent 5100 ICP-OES

最速 ICP-OES

Agilent 5100 シンクロナス・バーティカ
ル・デュアルビュー (SVDV) ICP-OES は、
ICP-OES 分析に革命をもたらします。 
独自のダイクロイックスペクトルコン
バイナ (DSC) 技術により、アキシャル
ビュー分析とラディアルビュー分析を
同時に実行することが可能です。

時間短縮とコスト削減

• 超高速の ICP-OES 分析を実現する
ことにより、1 サンプルあたりの
ガス消費を削減

• 1 回の分析で全ての波長を同時に
測定することにより、優れた測定
精度を実現

• 検出器へのパージガスが不要な 
Vista Chip II 検出器を搭載することに
より、ウォームアップ時間を短縮し、
分析開始の迅速化を実現

比類のない性能

• 垂直配置トーチにより、きわめて
分析困難なサンプルに対応

• ソリッドステート RF システムにより、
長時間にわたる分析安定性を実現

シンプルな分析

• 直観的な Agilent ICP Expert ソフト
ウェアと DSC 技術により、簡単に
メソッドを作成可能

• パワフルなソフトウェアにより、
メソッド開発の簡素化、精度の向上、
測定範囲の拡大を実現

フレキシブルな構成

• Agilent 5100 は、3 機種から選択可能

• シンクロナス・バーティカル・デュア
ルビュー (SVDV)

• バーティカル・デュアルビュー (VDV)

• ラディアルビュー (RV)

堅牢性と安定性
すべての構成に共通する垂直配置トー
チと堅牢なソリッドステート RF により、
きわめて分析困難なサンプルにも簡単
に対応できます。

25 % NaCl 溶液中にスパイクした多元素の安定性
を示しています。4 時間以上にわたりすべての元素
において、内標準補正なしで 1.3 % を下回る RSD 
を実現しています。

60

AI 396.152 As 188.980 Ba 455.403 Cd 214.439 Co 238.892

80

100

120

0:00 0:30 1:00 1:30 2:00 2:30 3:00 3:30 4:00

リ
ー
ド
バ
ッ
ク

 %

時間 (h:mm)

Cr 267.716
Mn 257.610 Mo 202.032 Ni 231.604 Pb 220.353 Se 196.026 Sr 407.771

Cu 327.395
Zn 213.857
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Agilent 5100 ICP-OES
25 % NaCI 溶液の 4 時間の安定性
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ご存知でしたか？
従来のデュアルビュー ICP-OES システムでは、アキシャル
モードで測定する元素とラディアルモードで測定する元素
を選択し、一連のシーケンス測定を設定する必要があり
ます。

また、各モードで 2 つのスリットを使って短波長と長波長
を測定するシステムがあります。そのため、1 サンプル
あたり最大 4 回のシーケンス測定が必要となります。

1. 分析スピードおよびガス消費量の数字は、
公開されたアプリケーションデータをもとに、

他社システムと比較したものです。
詳細については、技術資料 5991-4821EN をご覧ください。

5100 SVDV ICP-OES に必要な測定は、1 サンプルあたり 1 回だ
けです。ダイクロイックスペクトルコンバイナ (DSC) 技術によ
り、プラズマのアキシャルビューとラディアルビューを 1 回で
測定することが可能です。これにより、最短の時間で正確な
分析結果を得られます1。
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アルゴン消費量を劇的に削減1

5100 ICP-OES の 1 サンプルあたりの
アルゴン消費量は、他のどの ICP-OES 
機器よりも少なくなっています。


